
【伴走支援方法】
■市町村ごとの課題に
寄り添いながら継続的
に伴走。県職員が毎回
同行し状況を直接きき
とり、まとめを実施、
次の支援策を検討。
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■支援対象市町の
目標達成、一体的
実施の取組の促進

●令和元年〜２年に、通いの場への専門職派遣モデル事業を実施し、市町における専門職による通いの
場への取組を支援。（延べ６市町、専門職︓ＰＴ・ＯＴ・管理栄養士・歯科衛生士）

【令和６年度実施状況】

高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施に
おける通いの場への伴走支援事業について

●令和３年度から、市町村が取り組む一体的実施への伴走支援事業を開始。
アドバイザー︓神奈川県立保健福祉大学 田中 和美教授（栄養学）

●令和６年度は、４市町（海老名市、座間市、愛川町、大磯町）に対し、支援を実施。

【取組の詳細】

【事業概要】
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■市町村の一体的実施の取組、通いの場の活動への専
門職による支援につなげていく

■支援終了後も、県の専門職派遣事業などにより、市
町村が実施する、一体的実施など地域の高齢者の健康
状態の底上げを図る取組を支援していく

■県医師会と引き続き連携、専門職が市町村の取組へ
理解を深める研修を実施していく

■ 伴走支援アドバイス①〜③
・一体的実施のＰＤＣＡを回すための助言や支援
・ＫＤＢの具体的なデータを見ながら、分析の深め方
についての助言や支援

・通いの場などにおけるポピュレーションアプローチ
の具体的な取組への助言や支援

【今後】

■実施結果の他市
町村への横展開

■ 様々な専門分野からの支援
・理学療法士、作業療法士、保健福祉事務所、
後期高齢者医療広域連合も支援に同席、アドバイス

■ 神奈川県医師会との連携
・神奈川県医師会在宅医療トレーニングセンター
研修事業による研修
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